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1. 緒 言 

近年、モノとインターネットを繋ぐ IoT がトレ

ンドとなっている。本研究室では、土壌や水深別

水温、海水の塩濃度などを観測する環境観測セン

サネットワークシステムを研究しており、先行研

究[1][2]にて観測したデータをインターネットから

確認できるようになった。先行研究で構築したシ

ステムは観測した各種データをLoRa通信で基地局

へと送信、基地局からサーバへと送信し、データ

を表示する。しかし、新しい観測システムを実装

するためには、Arduino、Python、PHP などのプロ

グラム言語やハードウェア、サーバの知識が必要

となる。そのため、卒研等において新システムを

構築する場合、1 年の大半を要してしまい、デー

タ取得や解析の時間が取れていないのが現状であ

る。本研究では、開発期間の大幅短縮を目標とし、

短期（数時間程度）、中期(数ヶ月程度)、長期(数

年)に分けた簡易的な観測システムを開発、既存の

システムの代替とする。本稿では各システムの制

約条件の検討と短期観測システムの開発、実装結

果について報告する。 

2. システム構成 

先行研究にて、Arduino や ESP32 といった

Arduino言語で開発するマイコンでノードが構成さ

れていた。本研究では M5stack と呼ばれる

ESP32Pico で開発されたマイコンを用いてセンサ

ネットワークを構築する。このマイコンは UIFlow

と呼ばれるブロックプログラミングを用いること

ができる。UIFlow を用いることで、プログラミン

グの知識がなくとも比較的簡単に開発が可能とな

る。また、短期、中期観測ではネットワークを介

した遠隔表示に従来のサーバを使用せず、Google

社が提供しているスプレッドシート上に直接書き

込みを行う。長期観測では従来のサーバやAWSな

どニーズに応じた対応ができるシステムを構築す

る。表 1 は提案する観測システムの制約条件を示

す。図 1 は先行研究の観測システムと本研究で提

案する各観測システムの構成図を示す。 

3. 実験内容と結果 

本実験では、図 1 の短期観測システムを構築し

複数ノードから送信されたデータをスプレッドシ

ート上へ書き込みを行う。ノードは M5StickC3 台

を UIFlowでプログラミングし、温湿度センサ、土

壌水分センサ 3種のデータを送信する。 

図 2は各ノードから 1分間隔でデータを受信し

たスプレッドシートを示す。データはリアルタイ

ムで更新され、グラフ表示も行うことができた。 

5. 結 言 

 本項では先行研究で提案されたシステムをベー

スに短期観測システムを構成した。 

 今後は提案した中期、長期観測システムの構築、

過去システムの置き換えを行う。また、各種クラ

ウドサービス連携の検討を行う。 
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表 1 各システムの制約条件 

図 1各観測システムの構成図 

図 2 受信用スプレッドシート 

 制約条件 

短期観測 短期間で構築できる 

中期観測 長期化に向けた仕様変更に対応できる 

長期観測 屋外での長期運用ができる 


